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B 69 市販皮革工芸用染料の溶解性と堅ろう性（ 耐光 ，摩擦 ）の検討

相模女大家政　o 池田節子　東京家政大家政　 卜部澄子

〔(社)日 本 家 政 学 会

目的　前報において市販の皮革工芸用染料（ アルコール可溶性含金属酸性染料1   4種 ，塩

基性染料1  1 種 ）の染料溶解温度 ，濃度の適正を検討しさらにこれらの染料を使用して実際

の工芸皮革素材に染色し 不良といわれている耐光 ，摩擦の堅ろう性について検討し報告した。

今回は引き続きレザー染料について実験を試みた結果について報告する。

方法　 供試染料：市販皮革工芸用染料（ レザー染料1    3種 ）。供試皮革：成牛革（ タンニ

ン揉. 厚さ1. 5 ≫≫ ）, 成牛白革（ 合成タンニン揉 ，厚さ1. 6 la ）, 供試皮革はバット部より

裁断。試験方法：　 Ｏ染料溶解性・‥I  U  F 2 0  1 法による。溶媒は水,30 ％酢酸で行り

た。　o 溶解性の判定・‥ 肉眼により口紙上に滴下した染料溶液の拡散 ，乾燥状態を判定。

Ｏ革の染色方法‥･ 刷毛引法により濃色(20 回引染 ）. 淡色（5 回引染 ）. 染料濃度は最

適溶解濃度 ，染色堅ろ５度試験‥.J Ｉ S －L －0 ８ ４ 9‾^1
’
摩擦に対する染色堅ろう度試

験方法,JIS-L －0842  ‾^  ̂耐光堅ろう度試験方法。

結果　染料の溶解性（ 水による試験 ）は，概, 赤紫が特に悪く他の染料溶液は濃度１～５

％で均一に溶解した。また水で難溶解の染料は，30 ％酢酸を適量加えると溶解性が改善さ

れることが判り溶解温度は，6   0 °Cか最も良かった。堅ろう性の耐光試験は，成牛革 ，成牛

白革とも赤 ，青味赤 ，紫 ，緑 ，黒が非常に悪く摩擦試験では，濃色 ，淡色とも赤紫か特に不

良で染色革にエナメル（ 仕上げ剤 ）を塗布する事により摩擦に対する色落ちか大きく緩和さ

れる事が判った。

B 70 配(SIポ リ ペ プ チ ド 膜 中 の 染 料 の 拡 散

山 田 家 政 短 大　 水 谷 節 子

目 的　 ポ リ ペ プ チ ド 膜 中 の 低 分 子 拡 散 で は 、 ヘ リ ッ ク ス ロ ッ ト の 配 列 が 拡 散 に 影 響 を 与

え さ ら に 膜 物 性 に 対 し て 特 異 性 を 付 与 す る 。 そ こ で 、 電 場 の 条 件 を 加 え て ヘ リ ッ ク ス ロ ッ

ト を 配 向 さ せ た ポ リ ペ プ チ ド 膜 を 用 い 、 そ の 配 向 性 が 染 料 の 拡 散 に 及 ぼ す 影 響 を ロ ッ ト 間

の 距 離 と 染 料 の 構 造 の 観 点 か ら 検 討 し た 。

方法　1) ヘ リ ッ ク ス ロ ッ ト 間 の 距 離 が 異 な る 三 種 類 の ポ リ ペ プ チ ド 膜 を 電 場 を 加 え て 調

製 し 、 構 造 の 異 な る 三 種 類 の 染 料 で 各 各 染 色 し た 。2) 各 拡 散 方 向 に 沿 っ て 切 り 出 し■だ 染 色

膜 の 顕 微 鏡 写 真 を 撮 影 し 、 濃 度 に 相 応 す る 露 出 度 を 測 定 し た 。3) 膜 表 面 か ら の 距SI  に 対 応

し た｡露 出 度 の 比 で 数 量 化 し た 濃 度 こ う 配 と 言f算 曲 線 か ら 、 拡 散 係 数 を 算 出 し た 。

結 果　Dm  料 が ヘ リ ッ ク ス ロ ッ ト に 平 行 に 拡 散 す る 場 合 、 垂 直 方 向 の 拡 散 に 比 べ て 拡 散

係 数 が 数 倍 大 き い 。 こ れ は 垂 直 方 向 の 拡 散 で は 、 ロ ッ ド に よ る う 回 の 影 響 が 平 行 方 向 よ り

大 き い た め と 推 察 さ れ る 。　2)平 行 と 垂 直 方 向 の 拡 散 係 数 の 比 よ り 推 定 し た ロ ッ ト 間 の 距 離

が Ｘ 線 回 折 よ り 得 ら れ て い る 距 離 よ り 小 さ い こ と よ り 、 側 鎖 の 主 鎖 に 近 い 部 分 も 拡 散 の 障

害 に｡な っ て い る と 思 わ れ る 。3) ロ ット 聞 の 中 心 聞 距 離 が 長 い 膜 ほ ど 、 染 料 が 膜 内 部 ま で 進

み 拡 散 係 数 は 大 き い。　4)メ チ レ ン ブ ル ー の 拡 散 係 数 お よ び そ の 平 行 と 垂 直 方 向 の 差 は、 ア

ッ シッ　ド ブ ル ー45    お よ び ア リ ザ リ ン レ ッ ド よ り 小 さ い 。 こ れ は 、 ポ リ ペ プ チ ド 膜 が 負 に 帯

電 し て い る た め 電 気 的 に 正 で あ る メ チ レ ン ブ ル ー の 吸 着 が 他 の 染 料 よ り 大 き い こ と が 一 因

で あ ろ う 。 な お 、 染 料 に よ る 拡 散 係 数 の 違 い は ロ ッ ト に 平 行 に 拡 散 す る 時 の;5  が 垂 直 方 向

に 拡 散 す る 時 よ り 強 く 現 わ れ る 。


